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　仕事柄、各企業の人事部門の方と社員教育についてお話しさせて

いただくことがある。ご相談で多いのは、どのような研修体系を作

るとよいかというようなことから、具体的な研修依頼であったりと

内容は様々だ。

　事前に社長から自社の課題を踏まえ、どんな人材が必要か、どん

な人材になってもらいたいかというお話しを聞いて人事部門の方と

お話しをさせていただく場合もあれば、教育担当からの依頼でお話

しをお聞きする場合もあるが、このあたりは企業によって随分差が

ある。目指す人材像をしっかりお持ちの方は、経営トップともよく

お話しもされており、どのような人材を育成していきたいか思いを

持ってお話しされる。そのような方は、研修一つにも、どのような

人を対象に、その研修でどんな力をつけて欲しいのかというお話し

をされる。

　しかし、研修担当の中には、そのような思いを持つことはなく、

単に、研修メニューを用意さえすればよいという姿勢の方もある。

人事任せでは無理
　

　筆者が依頼される研修では、次の役員候補や海外拠点などの子会

社の経営を担う方、また、次の経営幹部候補の方を対象に、経営の

基本について学ばせたいというものが多い。

　筆者が担当する研修は、勉強したことが即座に実践で役立つよう

に、できる限りその企業の経営数値や現場を研修材料にするように

している。一般論や他社の事例では自社のこととして捉えにくく単

なる座学に終わってしまうことが多いからだ。

そのため、事前にその企業の経営数値やその企業で使用している帳

票を見せていただき、それらを分析して研修素材に盛り込む。また、

現場と数値の関係への理解を深めるべく、数字の裏付けとなる製造

や販売などの現場も確認し、それらも研修の中に織り込む。対象者

のレベルにあわせて、最大限有効な研修にするために、その企業向

けのオリジナルな研修に作り上げるのだが、これらの研修資料を作

成するために、このような主旨の資料を出して下さいと依頼しても、

経営内容が理解できていないと主旨を踏まえた資料を集めることは

難しい。

　特に、研修メニューだけ整えればよいと思っている人事担当にな

ると、そんな面倒なことはできませんと言う方もある。熱心な人事

担当なら、主旨を踏まえて、それらのデータを管理している部門長

や現場の責任者も巻き込んで準備をされるが、誰に聞くとよいかが

わからなかったりすると、適切な資料が集められず真に有効な研修

素材が集まらないこともある。

教育はトップマター

　やはり重要なことは、人材育成は経営トップがどれだけの思いを

持っているかで大きく違ってくる。どんな人材に育成していく必要

があるのか、熱い思いをお持ちの経営者の場合は、自社の課題と共に、

それをブレイクスルーしていくためにどんな力を付けて欲しいかと
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いったことを含めて語られる。併せて、そのような人材を育成する

ための研修として必要な資料などは関係部門の責任者を呼んで準備

の指示もされる。そうなると、かなり突っ込んだその企業ならでは

の研修資料にでき、研修内容自体が極めて有効なものにできる。

　併せて、そのような経営トップに対しては、事前に研修で行う内

容についてポイントを説明させていただくことにしている。また、

トップの了解を得て受講対象者の上司の皆さんに事前にどんな研修

を行うのかポイントを説明させていただく。そうすることで、仕事

の中でも、こんなことを勉強したはずだねと言って、勉強したこと

を活用できる場も与えられやすくなるからだ。

　ちなみに、経営トップに研修内容についての事前説明をすると、

この内容は現在の役員もわかっていない可能性が高いので、事前に

この内容についての役員研修をしてくれと言われることがあったり、

研修を踏まえて、自社の計画策定や経営推進管理のやり方を変えた

りという取り組みにつながることも多い。

　生きた研修にできるか否かは、トップがどれだけの思いを持って

いるかで大きく違ってくるということだ。さて、海外に出向されて

いる皆さんは、どんなローカル人材に育成していきたいかという思

いはお持ちだろうか。それが人材育成のスタートと言える。

【第11面から続く】

  7 月 4 日のドルバーツは 33.10 台前半で取引を開始した。人民元安

が緩和されたことを受けアジア通貨は落ち着いた値動き。米国休日

だったこともあり 33.10 台前半でもみあう展開が継続する。

  5 日は 33.10 台半ばで取引開始。タイの 6 月消費者信頼感指数が

81.3 と 5 年ぶりの高水準となったが市場の反応は限定的だった。オ

フショア投資家がタイ債券市場から資金を引き上げたことなどを受

け 33.20 台半ばまで上昇。

  6 日は、アジア時間に 33.20 台半ばまで上昇する場面も見られたが、

NY 時間に米雇用統計の発表を控えていることもあり上値追いは限定

的だった。その後、米雇用統計で平均時給の伸びや失業率が市場予

想より悪かったことを受けてドルが売りが入ると、ドルバーツは

33.10 台半ばまで下落した。

  週明け 9 日は 33.10 近辺で取引開始。前週末に米中が関税を発動

したことで悪材料が消化されたとの見方が拡がり人民元が上昇する

と、バーツ買いフローが入りドルバーツは33.00台半ばまで下落する。

10 日は前日の反動からドル買い戻しの動きが入る展開となりドル

バーツは上昇。加えて、トランプ米政権が中国からの 2000 億ドル相

当の輸入品に 10% の関税を課すことを発表するとドルバーツは上値

を追う展開となり、11 日には 33.30 近辺まで上昇している。

米中貿易戦争の行方次第の展開か

　米トランプ政権が中国に対して 2000 億ドル相当の輸入品目に 10%

の追加関税を課すことを発表したことを受けて市場に動揺が広がっ

ている。6日に追加関税（340 億ドル分相当）を発動させたばかりだっ

たこともあり今回の決定は市場にとってサプライズで、リスクオフ

の動きが強まっている。米国の追加関税を受けて中国は即座に対抗

措置をとる方針を表明したが、具体的な措置についてはまだ言及さ

れていない。今後、中国が貿易戦争を激化させるような対抗措置を

表明するような事態となれば、世界経済の先行きに対する懸念が強

まり、リスクアセット売りが加速する可能性がある。

  一方、米中が歩み寄りを見せるような展開となれば、市場には安

心感が広がりこれまでの動きが逆流する可能性があることには留意

しておく必要がある。来週にかけて、ドルバーツは神経質な相場展

開が続きそうだ。（7月 11 日　17：00） 
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